


◯　表紙「写真」の説明

・葵祭の牛車（ぎっしゃ）、葵祭は京都三大祭りの一つで1,400年の歴史がある。

・牛車には祭の主役である勅使が乗り京都御所から下鴨神社を経て上賀茂神社まで

行列する。

・可愛い二人の牛童（うしわらわ）が牛車を先導する。

・あの光源氏も勅使として牛車に乗ったことがある。

 （地脇準一　撮影）

◯　表題「紫友」の説明

表題の「紫友」は、会報第８２号で紹介したとおり近代書道家の中国水墨画家　

王石明氏（京都市立芸術大学卒）の揮毫によるものである。

紫は昔から高貴、優雅な色とされ、深く、浅く、粋を伝え、高位の公家や僧侶の

着衣に用いられていた。

また、動物を象徴しているとも言われている。

旧陸軍獣医部制服の襟章は紫色を用いていた。

京都府の府章やプロサッカーの京都サンガF.C.のユニフォームの色にも用いら

れ、京都を表現している。

パープル調であれば、京都府の獣医師として心が通じ合えて、心がひとつになれ

る仲間でありたい。
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畜産振興と家畜衛生畜産振興と家畜衛生
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動物のお医者さんを応援します。者さささんんんををを応

感染リスクゼロを目指したフクダ電子FDSシリーズの
フラッグシップモデルです。
新開発ハイブリッド脱臭システム＋ハイパワー紫外線
＋抗菌ＨＥＰＡフィルタ＋静粛大風量ファンにより、
多様化する医療現場においても対応可能にしました。

感染リスクZEROをめざして 汎用性に優れ、
高い除菌と消臭力。
ウルトラ次亜ソフト水
毎分10リットルの大量生成が可能。リッター約7
円のローコストなので、水道水感覚で使える除菌
効果の高い微酸性水です。

測定時間約70秒、
診断のトータル時間を短縮
検体吸引量10μLで測定可能なので、採血の難し
い動物にも負担を軽減します。院内で血液検査
を行うことで、貧血や、アレルギー、感染症などの
スクリーニングが可能で迅速に診療へ反映させ
ます。

亜ソフト水生成ウルトラ次亜ソ 成器
Hi TOP 2（ハイトップ2）

空気清浄除菌脱臭装置空気
FDS-ZERO

動物用自動血球計数数数装置数装置
Microsemi LC-662

製造販売承認番号：農林水産省指令22動薬第第1806号

小さくても高性能、
超音波の新しいカタチ。
先進の高性能デジタルビームフォーマー技
術をコンパクトに凝縮。Hi Qualityな画質
と優れたポータビリティーで、様々なシーン
でのエコー検査に的確に対応します。

超音波画像診断装装置
UF-760AG  PaoLusTM

医療機器認証番号：223ADBZX00025000

本 社  /  〒601 -8121　京都府京都市南区上鳥羽大物町15　TEL  （075）681 -3191㈹
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公衆衛生と動物愛護公衆衛生と動物愛護
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小動物診療と動物福祉小動物診療と動物福祉
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京都府

® 国民年金基金連合会HPから

スマホで資料請求！
0120-65-4192
フリーダイヤル　 ローゴ　  ヨ　イ　ク　ニ

〒604-8161  京都市中京区烏丸通三条下ル
饅頭屋町595番地3大同生命京都ビル６階
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事務局日誌
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役員会、委員会等の開催概要役員会、委員会等の開催概要
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最近の話題

文科省設置審「加計」新設判断保留へ
答申延期も 環境整わず

学校法人「加計学園」（岡山市）の国家戦略特区を活用した獣医学部の新設計画について、認可するか
どうかを審議している文部科学省の大学設置・学校法人審議会が判断を保留する方針を固めたことが10日、
関係者への取材で分かった。今月中に予定されていた林芳正文科相への答申は秋以降に延期される見通し。
学生の教育環境が整っていないと判断したとみられる。
設置審はこれまで、学園側の申請を受け、愛媛県今冶市で予定している岡山理科大獣医学部の新設計画

について、教育課程や財務状況、学生確保の見通しなどを調べていた。
５月には、教育の質の確保に問題があるとして、入学定員や教員の構成について再考を促し、学園側は

その後、教員を増員するなど計画の一部を改めた書類を提出していた。
関係者によると、設置審は９日に開いた非公開の会合で、学生の実習計画が不十分なため、学園側が掲

げるライフサイエンスの獣医師養成に課題があるなどとして、判断を保留する方向で意見がまとまったと
いう。
今月末には設置審として、保留を最終的に決める見通し。その後、学園側にさらに計画の見直しを求め

た上で、審議を続ける。
加計学園は「文科省から正式な通知や連絡を受け取っておらず、コメントは差し控える」としている。
新設計画への官邸の関与の有無を巡り、国会で政府・与党と野党が激しく対立する中、設置審がどう判

断するか注目が集まっていた。 （京都新聞　H29.8.10）
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今後の事業計画と行事予定
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支 部 だ よ り
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最近の話題

夏バテ牛に「着る端末」
冷感素材＋給水で気化熱　グンゼ、体温下げ乳量増加

グンゼは乳牛向けのウエアラブル端末を開発した。夏の暑さによるストレスで乳量が落ちるのを抑える
ため、冷感素材の生地に自動で給水し気化熱で体温を下げる仕組み。温暖化で夏の猛暑対策が酪農家の課
題となっており、来夏の本格販売を目指す。
端末の名称は「ウシブル」。スポーツウエアにも使う伸縮性に優れた独自開発の素材を採用し、乳牛の

首や肩の部分を覆う。生地には乾き具合を検出するセンサーが織り込んであり、乾燥すると外付けのチュー
ブから適量の水を供給。体表面の温度を約５度下げる効果があるという。
夏場の乳量は通常、他の季節に比べて１割ほど減るとされる。共同開発した京都府農林水産技術センター

畜産センターが牛に端末を着せて乳量を測定したところ、着けなかった場合よりも減少率を抑えるデータ
が得られたという。
散水など従来の方法に比べて牛舎が水浸しにならず衛生的に保てる利点があり、グンゼは乳量と同様に

夏に低下しがちな受胎率の向上も期待する。他の生体情報を取得できるセンサーの搭載も検討しており、
担当者は「酪農家の役に立つものができればうれしい」と話している。
写真のキャプション→（グンゼが開発したウエアラブル端末「ウシブル」を着用した乳牛＝京都府内）
 （京都新聞　H29.6.28）
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最近の話題

ネコ用おやつ市場 活況
高齢者の寂しさ埋める

ネコ用おやつ市場が活況を呈している。高齢者らが寂しさを埋めようと手間の掛からないネコを飼い、
おやつを与えてふれあいを楽しんでいることが背景にある。食品メーカーは商機とみて開発に力を入れて
いる。
一般社団法人ペットフード協会がまとめた2016年10月時点の国内飼育頭数はイヌが987万匹、ネコは984
万匹。ここ数年の推移では、イヌが減少傾向にあるのに対し、ネコは横ばいだ。
市場調査会社インテージの調べでは、ネコの好みに特化したおやつの市場規模は14年に107億円だった
が、16年には169億円まで拡大した。一方、栄養バランスに配慮した主食のペットフードは微増にとどまる。
なぜ、おやつが大きく伸びたのか。ネコがもたらす経済効果を調べた関西大の宮本勝浩名誉教授は、独
り暮らしの高齢者の増加が背景にあると指摘する。「室内で飼えるネコはイヌに比べてお年寄りの負担が
少ない。おやつは絆を強めるのに貢献している」と話し、市場の成長は今後も続くと予想した。
日清ペットフードは15年３月におやつ市場に参入した。和風スイーツを想起させる商品などを次々に発
売した。いなば食品は細長い筒状の袋に入った液状のおやつを開発。飼い主が手に持っても液だれしない
ようにとろみを付けた。ネスレ日本は手が汚れないドライタイプの改良を重ねている。広報担当者は「今
後も品ぞろえを充実させる」と話した。 （京都新聞　H29.4.14）
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新入会員のプロフィール
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最近の話題

ネコにかまれマダニ感染症
50代女性死亡　哺乳類から初

厚生労働省は24日、西日本の50代女性が昨年、野良猫にかまれた後にマダニが媒介するウイルス感染症
「重症熱性血小板減少症候群（SFTS）」を発症し、死亡していたことが分かったと発表した。哺乳類から
感染したとみられる世界初のケースとしている。
今年に入ってペットのイヌやネコの発症も１例ずつ確認された。厚労省は、感染はまれで、屋内で飼っ

ているネコにはリスクはないとしているが、屋外にいる体調不良のペットに接触する場合は注意するよう
呼び掛けている。
厚労省によると、昨年夏、女性が弱った野良猫を動物病院に連れて行こうとした際に手をかまれ発症、

約10日後に死亡した。
残っていた組織を検査したところ、今年初めにSFTSと確定した。女性がマダニにかまれた痕はなかっ
た。厚労省は、最初にネコがマダニにかまれてウイルスに感染し、女性にうつしたとみている。
これまでSFTSは森林や草地に生息するマダニに人が直接かまれることで感染すると考えられていた。
厚労省は体調不良の動物と接する際には、手袋などの感染予防措置を講じるよう、日本獣医師会などに

通知。ネコの飼い主には、ダニ駆除剤を投与したり、体調不良の際に動物病院に受診したりすることを勧
めている。
SETSは日本、中国、韓国で確認されている新しい感染症で、有効な治療薬はない。国内では2013年に
初の患者が確認された後、266人の患者が報告され、うち57人が死亡している。

屋内飼育感染低い
国立感染症研究所の西條政幸ウイルス第１部長の話
今回のネコは、非常に（病状が）重い状態になって死んでいる。基本的に、健康なネコから人がSFTS

ウイルスに感染することはないと考えている。また屋内のみで飼育しているネコについては、マダニにか
まれてウイルスに感染するリスクは極めて低い。こういったネコの場合には特に心配する必要はない。
 （京都新聞　H29.7.25）

－53－



会　員　の　広　場

－54－ －55－



－56－ －57－



－58－

投　稿　欄
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